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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は，十九世紀のアメリカの西部女性史を新たな視座から考察する優れた論考である。なによりも本
論文に関して評価しなければならないのは，従来アメリカ研究で頻繁に論じられてきた「西部」という地政
学的概念形成のなかで看過されてきたジェンダーの問題系に，本格的に着手した功績である。従来の西部女
性研究で見落とされていたジャーナリズムに光を当て，さらに「西部女性」というカテゴリーが内包する差
異－人種や階級－にも細かく目配りを行いながら，歴史資料を地道に発掘し，また精緻に読み解いた点にお
いて，本論文はとりわけ高い評価に価する。
　西部女性研究の先行研究のみならず，十九世紀アメリカ女性作家と帝国主義言説の関わりを理論化したエ
イミー・カップランの最新の理論を参照しつつ，かつまたそれを批判的に修正しながら，十九世紀のアメリ
カ合衆国における領土拡張と女性によるジャーナリズムの発展という二つの文化現象のかかわりを詳細に解
明し，これによりアメリカの「西部」言説を生成したジェンダーをめぐる文化的・社会的な諸力学の葛藤が
はじめて明らかになったと言える。
　手紙や日記といった私的テクストから，農民の妻たちのためのマイナーな定期刊行物，全国紙に掲載され
た女性アーチスト／作家の「西部風景シリーズ」，ネイティブ・アメリカンの女性ジャーナリストによる自伝，
さらには GHQ占領下に日本に輸入／翻訳された小説『大草原の小さな家』シリーズに至るまで，広範囲の
17
資料を渉猟しながらも，その分析は決して散漫ではなく，その論旨はあくまでも一貫して明晰である。アメ
リカの女性たちが，ジャーナリズム活動を通じて領土拡張という帝国主義的イデオロギーに加担／介入した
歴史的主体であり，フレデリック・レミントンやシオドア・ローズヴェルトらと同じようにアメリカ「西部」
の創出者であったという論者の主張も，この堅実で労をいとわない調査や発掘という方法論に支えられて十
分説得力のあるものになっている。
　そうした明晰かつ入念な論証がもたらした最も大きな成果は，アメリカにおけるフェミニズム思想の形成
過程について，新たな視座をもたらした点であろう。従来アメリカのフェミニズムの歴史は，十九世紀のリ
ベラル・フェミニズムから二十世紀の第二波フェミニズムのラディカル・フェミニズムへという流れのなか
で理解されてきたが，本論文の西部女性論はそのような時系列的な図式の見直しを要請するものである。と
りわけ，第二章で展開される，西部の女性運動と農民運動の連動から導きだされるマルクス主義的フェミニ
ズムの萌芽という視座は，その斬新さにおいて画期的とも言えるものである。
　ジェンダーという問題系のなかで「西部」という地政学的概念を再検証し，アメリカ女性史及びフェミニ
ズム研究の論議にも新たな展開の可能性をもたらすこの研究の重要性から，刊行が待たれる論文ではあるが，
今後に向けて残された課題がないわけではない。アメリカ西部史，ジャーナリズム史，女性史，フェミニズ
ム史などの学問分野を横断した学際的研究であることに起因すると思われる，焦点の分散である。複数の問
題系を往復しつつ考察を行う本論文では，各章の閃きに満ちた洞察が必ずしも有機的に結びついておらず，
その結果として重要な見解が論文の全体のなかではインパクトを失ってしまうという傾向が散見される。こ
れは学位論文を公刊する際に解消することが期待される。しかしそれは本論文のとった学際的研究という研
究手法に内在する問題でもあり，本論文の成果の重要性そのものを減じるものではない。よって本論文を，
課程博士学位論文としてふさわしい内容であると判断する。
　よって，著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
